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　出会いを大切に、

いつまでも変わらない

　　おつき合いを

　　進めています。

　　地域に密着し、

迅速な対応と誠心誠意の

 お取り引で共存共栄を

　　図っています。

　　市場を創造する

 新製品の開発と最良の

　 品質でのお届けを

　　心がけています。

パイオニアの精神をもとに独自の製品開発で、

人と社会の接点にアメニティを提供するミヅシマ。
心のやすらぎ、クリーンな空間の気持ちよさ。何気ない日常の中で、さまざまな人が社会と心地よいコミュニケートできる環境づくり。

私たちミヅシマは創業以来、ご縁と信用を大切に、優れた品質と一歩進んだコンセプトの製品開発で、常に新しい快適シーンを提案して

きました。さらに、地球環境問題やバリアフリー社会など時代のニーズに対応する製品開発にも取り組み、人と社会の「快適な関係づく

り」を目指して、私たちミヅシマは、次のアメニティを追求しています。



代表取締役　 水 島 正 廣

　２０１１年３月１１日東日本大震災で被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。

また、福島原発の事故により避難を余儀なくされておられる方々の一日も早い帰宅が実現し、生活と仕事が回復さ

れますことを祈念いたします。

　当社は創業以来、社是である「ご縁を大切に、信用を大切に、品質を大切に」を商売の基本に、ものづくりは「キ

レイな環境づくりのパイオニア」をモットーとして行動してまいりました。２１世紀は環境の世紀とも言われており、地

球環境の保全を企業単位においても常に意識して活動していかねばならないと痛感しております。当社はモットー

にも掲げております通り、くず入れ・マットの製造を通じて環境備品提案を行なってまいりました。製品企画の段階

での素材の選定、製造そして再利用・廃棄までのプロセスを通じての環境配慮が重要と考え2001年初、京都工場

でISO14001取得へ向けた活動を開始し、同年10月に認証取得し、現在 ISO14001/2004規格に基づき活動を行

なっております。

　さて、この度の福島原発の事故による原子力発電所の安全不安から、運転再稼動停止の原発が多発し電力供

給に赤信号が出ております。節電に関しては、生産現場に限らず、会社全体としてどれだけ寄与できるか、品質と労働安全の分野を見極めながら

対応して行きたいと考えております。既に当社は2010年夏、省エネをよりすすめる為に設備の大幅な更新を実施し、エネルギーの有効活用に努め

ております。また、製品のリユースをメーカーとして積極的に推進する為に「新品入替」ではなく「補修して利用」という姿勢を明確に打ち出し、納入

ユーザーへのＰＲ活動を行いました。一方、将来のリユースを推進する為、ユーザーとの接点を重視する観点から、「ユーザー登録制度」もスタート

致しました。

当社は、今後もこのような活動を通じて、日本経済と我々の生活の安定の為に、また地球環境の保全に微力ではありますが貢献できるように努めて

まいりますので、ご支援､ご鞭撻を今後とも宜しくお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１２年２月１日

大阪市西区土佐堀３丁目において洋式清掃用品専門店創業

戦災後、京都市中京区蛸薬師烏丸に於いて営業を再開

大阪営業所を設置

法人組織に変更し、株式会社水島商店を設立

京都市右京区に京都工場新設。"ミヅシマ”ブランド品を本格生産開始

福岡営業所開設

大阪府高槻市に大阪工場新設。生産開始

東京事務所開設

社名をミヅシマ工業株式会社と変更

名古屋営業所開設

京都市南区に総合工場完成。大阪工場は物流配送センターとして発足

営業強化の為、大阪営業所所在地に本部設置

東京事務所を営業所に昇格し、配送センター統合

京都工場内に本部配送センター竣工。配送センター統合

仙台営業所開設

昭和55年　1月

昭和55年　4月

昭和57年　1月

昭和58年　6月

昭和59年　6月

昭和60年 10月

昭和61年　4月

昭和62年　1月

昭和63年 12月

平成 1年　2月

平成 1年　5月

平成 1年 12月

平成 2年　6月

平成 2年　9月

平成 2年 11月

平成 3年　6月

平成 5年 10月

平成 6年　3月

　平成 6年　9月

平成 7年 10月

平成 7年 11月

平成 8年 11月

平成 9年　2月

平成 9年　7月

平成10年 11月

平成10年 11月

平成10年 12月

宇都宮営業所開設

インターネットドメインを取得し、IT化推進

創業65周年行事を京都ホテルにて開催

京都工場ISO14001認証取得

ホームページ公開、閲覧開始

管理職者に年棒制を導入

鹿児島営業所開設。京都営業所移設

物流センターを京都に統合

営業拠点を東京・名古屋・大阪の3営業所に統合

会社創立60周年を迎える

平成21年3月

平成22年8月

平成23年6月

平成23年9月

昭和11年　4月

昭和21年　3月

昭和23年　8月

昭和23年 12月

昭和28年　3月

昭和34年 11月

昭和36年 10月

昭和38年 11月

昭和38年 12月

昭和39年　9月

昭和39年 11月

昭和45年　4月

昭和47年　3月

昭和49年　3月

昭和54年　4月

東京営業所、足立区に移転営業開始

全国事業所コンピューター導入開始

札幌駐在所開設。営業開始

本部所在地に、本部ビル(8Ｆ)新築工事竣工

札幌駐在所、札幌市東区に移転し札幌営業所として営業開始

配送センターを増設し、流通機能の充実化を計る

創業50周年を迎え、現所在地に本社ミヅシマビル竣工

広島営業所開設

本部配送センター建替増設。京都工場、組立工場増設

関東物流ｾﾝﾀｰ開設

東京営業所建替

京都営業所建替

IBMコンピューター入替、導入し、全国事業所オンラインシステム化

名古屋営業所倉庫建替

大阪営業所建替

関東物流センター倉庫棟増築

京都ブライトンホテルにて新製品発表会を開催

開発、生産充実の為、設計CAD導入

生産設備充実の為、レーザー・タレパン複合機導入

ドイツ、ケルンに於いてケルンメッセ出展

新製品リードマーク、グッドデザイン景観賞受賞

100％子会社ミヅシマフィールド株式会社設立(本社・名古屋)

創業60周年ハワイ研修実施

IBMコンピューターOSをWindowsに入替

福岡営業所建替

株主割当増資をおこない、資本金7600万円となる

会社創立50周年を迎える

平成12年　7月

平成13年　1月

平成13年　4月

平成13年 12月

平成16年　6月

平成17年　6月

平成18年　7月

平成18年　11月

平成19年　7月

平成20年　12月

就業規則一部改正により65歳まで勤務延長

生産設備レーザーパンチプレス複合機購入

東日本大震災義援金を被災地に寄付

創業75周年記念旅行実施

■ISO　14001取得：
認証範囲：京都工場
登録範囲：環境美化製品の設計・開発・製造



創造から開発、生産、そして販売までの一環
体制により、斬新かつ品質に優れた製品を
お届けしています。

創造力、開発力、生産力、販売力。このトータルな体制こそ私たちミヅシマのパワーです。また常に先を

見つめながら技術やノウハウの蓄積、生産技術の向上を図り、これまでになかった製品開発や、より確か

な品質管理に結びつけています。

常にパイオニアとして業界をリードす

るミヅシマ製品。アイデアの根底には「ミ

ヅシマしかできない製品開発を」という精

神が流れています。その中心となるのが

「ものづくり推進委員会」です。社会の

ニーズや最新情報、さらに現場からの

フィードバックされるたくさんの声を分析

の上、アイデアを醸成し、新製品が生ま

れます。また、社員からの提案制度も大き

な力。これからも時代が求めるアメニティ

グッズを創造し、提案していきます。

開発部門では、工場と直結して

いる強みを活かし、あらゆる角度から

検討した上での製品提案、更に製品

完成度を高める改善改良を繰り返

し、ミヅシマブランドに相応しい製品

を心掛けています。

特に環境問題への取り組みとして、

素材からの見直しやリサイクルシステ

ムを構築し、Recycle（再資源化）、

Reduce（廃棄物抑制）、Reuse（再利

用）製品の開発に努め、常にパイオ

ニアである為に、技術や知識の蓄積

を心掛けています。

社員からのさまざまな提案や

自由なアイデアから

先駆けとなる製品の種を育みます。
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創　造
「ミヅシマしかできない

製品開発を」の

精神から、新しい発想が

芽生えます。

開　発
部門の垣根を越えた

開発会議から

よそにはない製品が

生まれてきます。



迅速な対応を目指して、東京、名古

屋、大阪の営業所と共に札幌、仙台、広

島、福岡に駐在員を配置しています。

また社内LANの構築により本社、工場、

各事業所と情報の共有化を図り、営業活

動はもちろん、最前線の情報源としてお

客様の声を聞き、製品の改良や開発に

フィードバックしています。

また、きめ細かなフォローでご縁と信用を

より深めていく活動をバックアップしていき

ます。

全国すみずみまで網羅する

販売サービスネットワーク。

全事業所は社内LAN構築による情報共有化。

人
と
先
進
の
機
械
と
の
融
合
で
、

「
ミ
ヅ
シ
マ
な
ら
安
心
」
と
評
価
さ
れ
る

製
品
が
生
ま
れ
ま
す
。

多彩な種類の製品を

生産する工場では、人と機

械との最適な融合によって

効率化を図ると共に、優秀

な協力企業との相互補完に

より製品完成度を高めてい

ます。また、品質検査にお

いてもミヅシマ独自の厳しい基準のもと、人の目と手が

快適センサーとなったチェック体制により製品完成度を

高めています。そこから「ミヅシマなら安心」と評価され

る製品が生まれているのです。

■京都工場導入マシン

　　EML3510-NT（株式会社アマダ製）

　　　タレットパンチプレス

　　　パンチ・レーザー複合マシン

　　　自動ラック完備

生　産
業界のパイオニアとして

先取の取り組みと技術の

蓄積でレベルアップを

図っています。

販　売
一度築いた信頼関係を

いつまでも大切にして

いくことが私たちの

考え方です。



多彩な空間やさまざまな人に「クリーン＆アメニティ」
を提案する環境オリジナルブランド。

常に新しい技術を学び、それを取り入れながらミヅシマならではのアイデアを施した環境オリジナルブランド。

クリーン＆アメニティ環境づくりはもちろん、環境問題や高齢化社会対応など、活躍のフィールドはますます広がっています。

快適な歩き心地はもちろん、ビルエントランスの表情を演出するマット。

ミヅシマは常に最新の技術とアイデアで時代のニーズに応えるとともに、

新たな市場の創造にも努めています。また、視覚障害者用リードマーク

など社会福祉への貢献もこれからのテーマとして取り組んでいます。

オアシスを演出するベンチは

自然のぬくもりを伝える天然木

から環境を考慮したリサイクル

樹脂製まで、多彩な素材のベ

ンチを開発しています。

プールの更衣室、トイレなどに

使う床材（スノコ類）やプールサ

イドの排水溝など直線・曲線敷

設自在な溝蓋といった水廻り

製品群。滑り止め効果はもちろ

ん、快適さと美観を高めます。

色鮮やかな製品群で

足元の快適さと

安全性を創造します。

先進の技術と時代の

ニーズの融合。あらゆる

空間に足元からの

快適を提案します。

分煙化や吸い殻の

ポイ捨て防止など、

何気ない日常の中での

快適をサポートします。

人々の衛生意識や

環境意識にぴったり

フィットする多彩な製品を

提供しています。

快適環境を創造する

ミヅシマの

デザイン思想を

反映しています。

誰もがほっとする空間を

演出し、高齢化社会

への対応にも

取り組んでいます。

隅々までキレイに

仕上げて

心地よく過ごす為の

ＧｏｏｄをPRします。



ミヅシマはご縁を大切に、人と人との交流や社員のリフレッシュ

の為の福利厚生にも力を注いでいます。

■ご縁を大切にコミュニケーションを深めています。

■全国に展開するリゾートホテルの会員権を所有しており、

　社員がそれぞれに楽しんでいます。

創業60周年記念式典の模様

創業75周年記念旅行の伊勢にて

エクシブ琵琶湖

環境・衛生意識が高まり、ダスト

ボックスの役割はますます大き

くなっています。ミヅシマでは、

設置する場所、周辺環境などさ

まざまな条件にマッチするデザ

インと機能のダストボックスを提

案。また、塗装の面でも無鉛化

を進めており、環境問題にも取

り組んでいます。

ポイ捨て防止や分煙化を促す

スモーキングボックスや、雨の

日のエントランス彩るレインスタ

ンドなど、さまざまな場所でミヅ

シマの洗練されたアイデアが活

躍しています。

土佐ロイヤルホテル

ご　縁

信　用 品　質



本      部　　　　〒550-0014　大阪市西区北堀江１丁目６番７号　　　　　TEL 06-6534-1201(代)　FAX 06-6534-1207

東京営業所　　　　〒120-0022　東京都足立区柳原２丁目５４番１２号　　　TEL 03-3870-4715(代)　FAX 03-3870-2817

名古屋営業所　　　〒462-0047　名古屋市北区金城町３丁目２６番１号　　　TEL 052-911-4306(代)　FAX 052-911-4308

大阪営業所　　　　〒550-0014　大阪市西区北堀江１丁目６番７号　　　　　TEL 06-6531-7571(代)　FAX 06-6531-7591

京都工場　　　　　〒601-8203　京都市南区久世築山町３８０－２　　　　　TEL 075-934-6661(代)　FAX 075-934-6663
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本部

大阪営業所

名古屋営業所

京都工場／物流センター

東京営業所


